
2020年（令和2年）
No.508

9 今月の主な内容
●令和２年７月豪雨災害（Ｐ２・３）
●太陽光発電施設設置条例の制定（Ｐ４）
●健康長寿社会（Ｐ５）
●10月１日から役場の組織体制が一部変わります（Ｐ６）

棚田の稲刈り　９月５日（土）
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令
和
２
年
７
月

豪
雨
災
害

土
石
流
が
発
生
！

　
　
　林
道
に
甚
大
な
被
害
！

　

６
月
30
日
か
ら
概
ね
２
週
間
、
梅

雨
前
線
が
本
州
付
近
で
停
滞
し
、
西

日
本
か
ら
東
日
本
の
広
い
範
囲
で
記

録
的
な
大
雨
や
日
照
不
足
と
な
り
ま

し
た
。

　

村
内
で
は
、
幸
い
に
も
人
的
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
道
路
の

路
肩
や
の
り
面
の
崩
落
、
農
地
の
畦

畔
崩
落
が
発
生
し
、
７
月
１
日
に
は

南
陽
地
区
内
で
村
道
へ
の
土
砂
崩
落

に
よ
り
、
１
世
帯
が
一
時
孤
立
状
態

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
天
竜
川
に

近
い
県
道
や
農
地
の
冠
水
被
害
も
発

生
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
飯
田
線
は
、
大
雨
と
線
路
へ

の
倒
木
や
土
砂
の
進
入
な
ど
に
よ
り

連
日
運
休
と
な
る
な
ど
、
交
通
機
関

に
も
大
き
な
乱
れ
が
生
じ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の

発
表
を
受
け
、
７
月
８
日
午
前
７
時

15
分
、
災
害
警
戒
対
策
本
部
を
設
置

し
、
全
村
に
避
難
準
備
・
高
齢
者
等

避
難
開
始
情
報
（
警
戒
レ
ベ
ル
３
）

を
発
令
し
、
３
地
区
40
人
が
地
区
集

会
施
設
な
ど
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
９
日
、
美
里
地
区
内
の

手
取
沢
川
支
流
に
お
い
て
土
石
流
の

発
生
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
下
流
域

の
２
世
帯
に
避
難
指
示
（
警
戒
レ
ベ

ル
４
）
を
、
１
世
帯
に
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
情
報
を
発
令

し
、
避
難
所
（
美
里
会
館
）
へ
の
避

難
お
よ
び
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

農地への冠水（小和田）

林道陣馬形線の路肩崩落（美里）

手取沢川支流の土石流跡（美里）

令和2年7月豪雨による
村内の被害状況など

【被害状況】
１　死傷者　なし
２　家屋　なし
３　道路、農地など
　①村道（路肩崩落、土砂崩落）……………21か所
　②農地（畦畔崩落など）……………………28か所
　③農業用施設（用水路閉塞など）…………13か所
　④山林（土砂崩落）…………………………13か所
　⑤林道（路肩崩落、土砂崩落）……………12か所
【避難状況】
　飯沼地区6人   （飯沼集落センター）………… 7/8
　美里地区5人   （美里会館）……………7/9～7/10
　南陽地区22人（南陽会館）…………………… 7/8
　渡場地区12人（葛島区民会館）……………… 7/8
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雨
量
は
、
役
場
設
置
の
雨
量
計

で
、
大
雨
・
洪
水
注
意
報
が
発
表
さ
れ

た
６
月
30
日
か
ら
、解
除
さ
れ
る
７
月

15
日
ま
で
の
間
に
累
計
５
５
７
㎜
、

日
最
大
で
は
、
６
日
の
１
０
２
㎜
、

時
間
最
大
で
は
、
８
日
午
前
５
時
30

分
か
ら
６
時
30
分
の
間
に
30
㎜
を
記

録
し
ま
し
た
。
期
間
中
の
雨
量
が

「
三
六
災
害
」
や
「
五
八
災
害
」
を

超
え
る
雨
量
で
し
た
。

　

消
防
団
は
、
８
日
早
朝
か
ら
夕
方

ま
で
出
動
し
、管
内
パ
ト
ロ
ー
ル（
河

川
警
戒
、
被
害
箇
所
調
査
）
お
よ
び

被
害
箇
所
の
応
急
対
策
（
土
の
う
袋

設
置
、
用
水
路
の
排
水
作
業
な
ど
）

を
自
主
防
災
組
織
と
協
力
し
、
被
害

の
拡
大
防
止
に
務
め
ま
し
た
。

総
務
課
交
通
防
災
係

内
線
21

避難所の様子（南陽）

主要地方道松川インター大鹿線での冠水（渡場）

林道陣馬形線への土砂崩落（美里）

国道153号への土砂崩落（坂戸）

　　　　令和２年７月豪雨　降水量� （単位：㎜）

観測点 合計降水量
最大降水量

日 時間 10分
役場（村） 557.0 102.0 30.0   7.5
横前（村） 732.5 132.0 28.5   8.0
陣馬形（県） 647.0 111.0 34.0 10.0
参考：東中学校 543.3 279.5 36災害（1961年）
参考：役場 382.0 244.0 58災害（1983年）

＊観測期間6/30～7/14　＊観測点の（  ）内は、観測点設置者
＊観測期間中、降水量が０㎜だった日は、7/2と7/12の2日間のみ
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太
陽
光
発
電
施
設
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
や
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

な
発
電
施
設
と
し
て
、
広
く
普
及
し

て
き
て
い
ま
す
。
村
内
に
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
長
期
的
な
事
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
設
置
に
伴
う
自
然

環
境
や
景
観
・
生
活
環
境
へ
の
影
響

や
災
害
発
生
の
危
険
性
に
対
す
る
不

安
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
平
成
26
年
12
月
「
中
川

村
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設

の
設
置
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
示
し
事
業
へ
の
対
応
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
太
陽
光
発
電
施
設
が

適
正
に
設
置
・
維
持
管
理
・
撤
去
さ

れ
る
こ
と
で
、
自
然
環
境
や
良
好
な

景
観
の
保
全
、
生
活
環
境
の
保
持
、

災
害
の
発
生
の
防
止
が
図
ら
れ
る
よ

う
、新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
禁
止
区
域
の
指

定
、
周
辺
関
係
者
へ
の
説
明
会
の
義

務
付
け
と
合
意
形
成
、
設
置
な
ど
の

基
準
、
事
業
終
了
後
の
対
応
、
村
に

よ
る
助
言
・
指
導
お
よ
び
勧
告
・
公

表
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

令
和
２
年
10
月
１
日
施
行

「
中
川
村
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　制
定
し
ま
し
た

「
中
川
村

　
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
等

�
に
関
す
る
条
例
」の
概
要

目
　
的

　

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
な
ど
に

関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
周
辺
地
域
の
自
然
環
境
お

よ
び
景
観
の
保
全
並
び
に
生
活
環
境

の
調
和
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
の

発
生
を
防
止
し
、
村
民
の
安
全
安
心

な
生
活
環
境
の
保
持
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業
の
健
全
な
発
展

を
図
り
ま
す
。

対
象
事
業

　

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光
発

電
施
設
を
設
置
す
る
事
業

※
建
築
物
の
屋
根
ま
た
は
屋
上
に
設

置
す
る
も
の
は
除
く
。

村・
条
例
の
適
切
か
つ
円
滑
な
運
営
が

図
ら
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
の
実

施
。

事
業
者

・
関
係
法
令
お
よ
び
条
例
の
遵
守
、

自
然
環
境
と
景
観
の
保
全
、
住
民

の
良
好
な
生
活
環
境
の
保
持
、
災

害
の
発
生
防
止
に
十
分
に
配
慮
す

る
こ
と
。

・
地
域
住
民
お
よ
び
周
辺
関
係
者
と

の
良
好
な
関
係
の
形
成
。

・
施
設
の
適
正
な
管
理
。

・
施
設
の
維
持
管
理
、
更
新
ま
た
は

廃
止
後
の
措
置
に
必
要
な
資
金
の

確
保
。

村
民

・
村
の
施
策
お
よ
び
条
例
に
定
め
る

手
続
き
へ
の
協
力
。

　
事
業
者

・
太
陽
光
発
電
を
行
お
う
と
す
る
と

き
は
事
業
計
画
に
つ
い
て
事
前
協

議
が
必
要
。

・
周
辺
関
係
者
へ
の
説
明
お
よ
び
合

意
形
成
（
説
明
会
の
開
催
・
説
明

会
の
結
果
の
報
告
）。

・
周
辺
関
係
者
な
ど
か
ら
協
定
な
ど

を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
協
定
書
を

締
結
す
る
こ
と
。

・
事
業
計
画
の
届
出
（
設
置
工
事
着

手
日
の
60
日
前
ま
で
）。

村・
必
要
に
応
じ
、
事
業
者
に
対
し
て

事
業
に
関
す
る
報
告
ま
た
は
資
料

提
出
を
求
め
、
事
業
者
の
同
意
を

得
て
立
入
調
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

・
事
業
計
画
に
従
っ
て
事
業
実
施
が

さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
適
切
な

管
理
を
せ
ず
、
周
囲
の
環
境
な
ど

に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

と
き
は
、「
助
言
ま
た
は
指
導
」

「
勧
告
」「
公
表
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

災
害
の
発
生
防
止
、
良
好
な
環
境

の
保
全
の
た
め
禁
止
区
域
を
指
定
し

ま
す
。

・
地
す
べ
り
防
止
区
域

・
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

・
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

・
そ
の
他
村
長
が
指
定
す
る
区
域

施
行
期
日

　

令
和
２
年
10
月
１
日（
木
）

住
民
の
み
な
さ
ん
へ
お
願
い

　

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
を
お

考
え
の
方
へ
、
業
者
か
ら
案
内
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
住
民
税
務
課
生

活
環
境
係
（
10
月
１
日
か
ら
は
建

設
環
境
課
環
境
水
道
室
）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

内
線
41

村
、
事
業
者
、
村
民
の
責
務

事
業
の
手
続
き
な
ど

　（
新
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
）

禁
止
区
域
（
太
陽
光
発
電
施

設
を
設
置
で
き
な
い
区
域
）

の
指
定
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み
ん
な
で
築
こ
う 

安
心
と
活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会

９
月
21
日
は「
敬
老
の
日
」

15
～
21
日
は「
老
人
週
間
」で
す
!!

　

中
川
村
の
65
歳
以
上
人
口
は
、
８

月
１
日
現
在
１
，６
９
１
人
で
、
65

歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
34
・
97
パ
ー

セ
ン
ト
と
、昨
年
同
期
の
34
・
16
パ
ー

セ
ン
ト
を
上
回
り
、
上
昇
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
村

で
は
増
加
す
る
認
知
症
高
齢
者
の
支

援
や
介
護
予
防
、
災
害
時
の
支
援
体

制
づ
く
り
な
ど
、
地
域
で
の
支
え
合

い
や
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
促
進

に
よ
り
、
高
齢
者
が
で
き
る
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
や
障
が
い
者
な
ど
地
域
の
あ

ら
ゆ
る
住
民
が
役
割
を
持
ち
、
支
え

合
い
な
が
ら
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き

が
い
を
共
に
創
り
、
高
め
合
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
一
層
効
果

的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
高
齢

者
自
ら
が
高
齢
期
の
あ
り
方
に
関
心

を
高
め
る
と
と
も
に
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
、
家
庭
、
職
場
、
学
校
お
よ

び
地
域
社
会
な
ど
に
お
い
て
高
齢
者

と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

高
齢
者
祝
賀
訪
問

　

村
で
は
、
９
月
14
日（
月
）に
今
年

度
99
歳
お
よ
び
１
０
０
歳
の
方
々
７

人
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
88
歳

の
方
々
へ
は
民
生
児
童
委
員
が
訪
問

し
ま
し
た
。

　

88
歳　

44
人

　

99
歳　

３
人

　

１
０
０
歳　

４
人

保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

内
線
27

マ
ン
ホ
ー
ル 

村
を
き
れ
い
に 

す
る
と
び
ら

―
９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す
―

村
の
下
水
道
接
続
状
況

　

村
内
の
生
活
排
水
処
理
事
業
は
、

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
、
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水

は
、
６
つ
の
処
理
区
に
分
け
て
生
活

排
水
を
集
合
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
村
内
に
お
け
る
処
理
区
別

水
洗
化
率
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

公
共
下
水
道
処
理
区
ま
た
は
農
業

集
落
排
水
処
理
区
に
お
住
ま
い
で
未

接
続
の
ご
家
庭
は
、
早
期
の
つ
な
ぎ

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
に
溶
け
な
い
も
の
は
流
さ
な
い

　

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水

は
、
自
然
流
下
と
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
に
よ
る
圧
送
に
よ
り
各
処
理
場
へ

と
流
れ
て
い
き
ま
す
。
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
で
は
、
数
十
件
の
家
庭
の
汚

水
を
集
め
、
下
水
道
専
用
の
ポ
ン
プ

に
よ
っ
て
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

事 業 名 処 理 区 水洗化率（％）

公共下水道
大草処理区 95.8
片桐処理区 91.5

農業集落排水

片桐北部地区 96.9
葛 島 地 区 91.4
上前沢地区 85.3
三 共 地 区 86.9

合併処理浄化槽 82.7

下水道等水洗化率（令和2年3月31日現在）

　

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す
。
昭
和
36
年
、
当
時
６
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
っ
た
下
水
道
接
続
率
の
早
期
向
上
を
図
る
た
め
、
下
水
道
関
連
団
体
に

よ
っ
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
水
道
は
、
衛
生
的
で
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
、
ま
た
、
自
然
環
境
を
保

護
す
る
た
め
に
も
欠
か
せ
な
い
設
備
で
す
。
今
一
度
、
下
水
道
の
適
切
な
使

用
方
法
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。　

異
物
流
入
に
よ
り
故
障
が
発
生
す

る
た
び
、
専
門
業
者
が
駆
け
つ
け
て

分
解
修
理
を
行
い
、
高
額
な
修
繕
費

用
が
発
生
し
ま
す
。

　

下
水
道
へ
水
に
溶
け
な
い
も
の
は

絶
対
に
流
さ
な
い
よ
う
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

建
設
水
道
課
水
道
係

内
線
63

「健康体操の会」に　　
　　ご参加ください

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、各地区集会所で健康体操教室を開催し
ています。月１回（金曜日）、運動の講師
を派遣し、フレイル予防・認知症予防の体
操をします。「参加してみたい」「健康体操
の会を始めたい」などお気軽にご相談くだ
さい。
地域包括支援センター（TEL88-6177）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
村
内
消
費

を
喚
起
す
る
た
め
、
中
川
村
と
中
川

村
商
工
会
が
連
携
し
て
発
行
す
る

「
な
か
が
わ
生
活
応
援
商
品
券
」
の

追
加
販
売
を
行
い
ま
す
。

▼
販
売
方
式

　

抽
選
方
式
で
各
世
帯
員
数
ま
で
応

募
可
能
で
す
。

▼
応
募
方
法

　

各
戸
に
配
布
し
た
応
募
券
に
記
入

の
う
え
、
役
場
も
し
く
は
チ
ャ
オ
内

江
戸
屋
に
設
置
し
て
あ
る
応
募
券
受

付
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

10
月
11
日（
日
）

※
当
選
は
購
入
券
の
発
送
を
も
っ
て

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
か
が
わ

生
活
応
援
商
品
券
を

追
加
販
売
し
ま
す

振
興
課
商
工
観
光
係

内
線
33

見  本

見  本
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10
月
１
日
か
ら
役
場
の
組
織
体
制
が

一
部
変
わ
り
ま
す

　

近
年
、
地
方
創
生
や
S
D
G
s
な

ど
、
人
口
減
少
下
で
の
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
機
動
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ

た
職
員
数
で
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対

応
す
る
た
め
、
村
で
は
昨
年
か
ら
組

織
や
事
務
分
掌
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
、
本
年
度
に
見
直
し
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
７
月
１
日
で
の
体
制
変
更

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な

ど
か
ら
延
期
し
、
10
月
１
日
か
ら
新

た
な
体
制
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

⑴
総
務
課
か
ら
財
政
係
と
む
ら
づ
く

り
係
を
分
離
し
て
新
た
に
「
地
域

政
策
課
」
と
し
、
現
在
の
５
課
か

ら
６
課
体
制
と
し
ま
す
。

⑵
総
務
課
の
分
掌
事
務
を
整
理
し
て

「
広
報
情
報
係
」
を
新
設
し
、
庶

務
係
を
「
総
務
係
」
に
、
交
通
防

災
係
を
「
危
機
管
理
係
」
に
、
そ

れ
ぞ
れ
名
称
変
更
し
ま
す
。

⑶
国
土
調
査
の
業
務
を
建
設
水
道
課

か
ら
住
民
税
務
課
に
移
管
し
、「
土

地
調
査
係
」
を
新
設
し
ま
す
。

⑷
保
健
福
祉
課
の
地
域
福
祉
係
を

「
社
会
福
祉
係
」
に
、
高
齢
者
福

祉
係
を
「
高
齢
福
祉
係
」
に
、
そ

れ
ぞ
れ
名
称
変
更
し
ま
す
。

⑸
振
興
課
を「
産
業
振
興
課
」と
し
、

農
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
を
担
当

す
る
「
交
流
セ
ン
タ
ー
係
」
を
新

設
し
ま
す
。

⑹
建
設
水
道
課
を
「
建
設
環
境
課
」

と
し
、
生
活
環
境
の
業
務
を
住
民

税
務
課
か
ら
移
管
し
て
、
水
道
係

と
統
合
し
「
環
境
水
道
室
」
と
し

ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
な
ど
の
行
う
事

業
と
の
連
携
・
調
整
を
図
る
「
関

連
事
業
係
」
を
新
設
し
ま
す
。

課
・
係
の
編
成
と

事
務
分
掌
の
変
更

総　務　課

　庶　務　係

　財　政　係

　むらづくり係

　交通防災係

住民税務課

　住　民　係

　税　務　係

　生活環境係

保健福祉課

　地域福祉係

　高齢者福祉係

　保健医療係

振　興　課

　農　政　係

　耕地林務係

　商工観光係

建設水道課

　建　設　係

　国土調査係

　水　道　係

総　務　課
　総　務　係

　広報情報係

　危機管理係

地域政策課
　むらづくり係

　財　政　係

住民税務課
　住　民　係

　税　務　係

　土地調査係

保健福祉課
　社会福祉係

　高齢福祉係

　保健医療係　

産業振興課
　農　政　係

　交流センター係

　耕地林務係

　商工観光係

建設環境課
　建　設　係

　関連事業係

　環境水道室

産
業
振
興
課

会
計
室

住
民
係
窓
口

建
設
環
境
課

第
２
委
員
会
室

議
員
控
室

議
会
事
務
局

防
災
対
策
室

第
１
委
員
会
室

住
民
税
務
課

保
健
福
祉
課

地
域
政
策
課

総
　
務
　
課

総
　
務
　
課

10月1日
からの

庁舎内の配置
トイレ

トイレ

トイレ

トイレ
トイレ

食　堂

議　場

1F

2F

応接室

村長室玄関ホール

相
談
室

傍
聴
席
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中川村職員の給与・定員状況
　中川村職員の給与が地方公務員法の趣旨に沿った適正なものであることを知っていただくため、特別職
の報酬および職員の給与・定員などの状況について公表します。

●職員の平均給料月額および平均年齢の状況 
（令和2年4月1日現在）

区　　　分 給料月額
一　　　般
行　政　職

平均給料月額 300,400円
平 均 年 齢 41.0歳

●職員の初任給の状況　 　 （令和２年4月1日現在）
区　　　分 初任給

一　　　般
行　政　職

大 学 卒 182,200円
高 校 卒 150,600円

●特別職の報酬などの状況  （令和2年4月1日現在）
区　　　分 給料月額

給　　料
村　　　長 681,000円
副　村　長 577,000円
教　育　長 506,000円

報　　酬

議　　　長 256,000円
副　議　長 195,000円
委　員　長 187,000円
議　　　員 175,000円

●一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （令和2年4月1日現在）
区　　分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級

計標準的な
職務内容 主　事 主任主事 主　任 係　長

主　査
課　　長
課長補佐 総括課長

職 員 数 8人 7人 15人 17人 2人 5人 54人
構 成 比 14.8% 13.0% 27.8% 31.5% 3.7% 9.3% 100.0%

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名をいう。
※一般行政職は、税務職・看護師・保健師・企業職・技能労務職・福祉職を除いた職員をいう。

●部門別職員数の推移　　（令和2年4月1日現在）
区分　

　部門
職　　員　　数 令和2年度内訳H28 H29 H30 H31 R2

福
祉
関
係
を
除
く

　
　
　

一
般
行
政

議　　会 2 2 2 2 1 議会１
総　　務 17 19 19 17 19 総務14　会計３　住民・窓口２
税　　務 3 3 3 3 3 税務３
農林水産 8 8 8 8 8 農政４　林務２　国土調査２
商　　工 2 1 2 2 2 商工２
土　　木 4 4 4 3 3 土木３

福祉関係 民　　生 18 17 18 19 20 福祉４　保育所16
衛　　生 7 7 7 7 9 生活環境２　保健医療７

特別行政 教　　育 8 8 8 8 7 教育委員会７

公営企業
など

水　　道 2 2 2 2 2 上水道２
下 水 道 2 2 2 2 1 下水道１
そ の 他 5 5 5 5 6 介護保険４　国民健康保険２

総　合　計 78 78 80 78 81
※地方公共団体定員管理調査の数値。（会計年度任用職員および非常勤職員を除く）

●職員の勤務時間およびその他の勤務条件の状況
１．勤務時間
　職員は原則として休憩時間を除く１日７時間45分
（午前８時30分～午後５時15分）勤務です。休日は
原則として、土日・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）
です。
２．年次休暇の取得状況
　令和元年度中の１人あたりの平均取得日数は10.0
日でした。
３．育児休業の取得状況
　令和２年４月１日現在の育児休業中の職員は４人
です。
●職員の福祉および利益の保護の状況
１．健康診断などの実施状況

　令和元年度の健康診断受診者数は76人（人間ドッ
ク含む）でした。
２．職員互助会の状況（令和元年度）　　　  （単位：千円）

３．公務災害の認定状況
　公務や通勤途上の災害により負傷または死亡した場
合には、一定の補償が行われます。令和元年度中の公
務災害認定は該当ありませんでした。

総務課庶務係　内線12

※地方公務員法第42条の規定に基づき、村互助会を設置し、福利厚生・慶
弔などの事業を実施

※県市町村互助会には、県下56市町村を含む137団体が加入して、相互救
済事業を実施

加入会員 事業費 会員会費 事業主負担分
中 川 村 職 員 互 助 会 83 785 300 350
長野県市町村職員互助会 83 ― 855 702
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保健センター　TEL88-3002

新型コロナウイルス
手洗い・消毒の効果とは？

　新型コロナウイルスのワクチン開発もまだ時間がかかりそうです。新型コロナウイルス対策で、
店先や職場でアルコール消毒をすることが増えました。実際、コロナウイルスにどう影響している
のでしょうか？

＊新型コロナウイルスの特徴は・・
　ウイルスは自分自身では増えることができず、人の細胞を「ハイジャック」します。コロナウ
イルスは「スパイクタンパク質」を使って鼻や肺の粘膜細胞にくっつき、膜を破って中に入りま
す。症状がなくても一度くしゃみをすると、平均で1万個ほどのウイルスが唾液とともに飛び出
します。

＊ウイルスが壊れるとは、どんな状態でしょうか？
　コロナウイルスの一番外側を膜が覆っており、「リン脂質」という油分でできています。この
油分を溶かすのが石けんや洗剤です。油と水は混ざりませんが、洗剤は油汚れに入り込んで溶か
し、包み込みます。包みこんだ油は水に溶けて洗い流されます。石けんでしっかり泡立てて手を
洗っているとき、ウイルスの膜に洗剤が浸透し膜を溶かします。
　アルコールの一種のエタノールも、水だけでなく、油とも混ざりあいます。濃度50～80％のエ
タノールが最も効率よくウイルスの油脂の膜に浸透し、すぐ膜を壊します。

　今後も新型コロナウイルス感染症を予防していくために、保健福祉課では新型コロナウイルス
感染症対策長野県民手帳は8月に全戸配布しました。感染の防止についてはページ５、６、１４に記
載されています。いつでも読めるようご家庭に保管していただき、習慣化していきましょう。

手洗いの順序

1 手のひらを合わせ、よく洗う 2 手の甲を伸ばすように洗う 3 指先、爪の間をよく洗う

4 指の間を十分に洗う 5 親指と手のひらをねじり洗いする 6 手首も洗う

7 水道の栓を止めるときは、手首か肘で止める。できないときは、ペーパータオルを使用して止める。

石けんやハンドソープを使った
丁寧な手洗いを行ってください。

手洗い 残存ウイルス
手洗いなし 約100万個

石けんや
ハンドソープで
10秒もみ洗い後
流水で
15秒すすぐ

1回 約0.001％
（数十個）

2回
繰り
返す

約0.0001％
（数個）

（森功次他：感染症学雑誌、80：496-500，2006 から作成）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
２
０
２
０
年
度
定
期

総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
書
面
表

決
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
設
立
か
ら
15
年
目
を
迎
え
る
今
年
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し

て
い
く
中
で
こ
そ
、「
美
し
い
村
運
動
」
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
美
し
い

地
域
で
あ
る
こ
と
を
守
り
、
継
承
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

　
２
０
２
０
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ァ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

　

加
盟
町
村
の
連
帯
感
の
向
上
と
連

合
の
発
信
を
目
的
に
、
２
０
１
９
年

度
の
総
会
に
お
い
て
、
連
合
の
設
立

日
で
あ
る
10
月
４
日
を
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
の
日
と
し
て
制
定
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
す
べ
て
の
加
盟
町
村
・

地
域
が
一
斉
に
連
合
旗
を
掲
げ
る
な

ど
、「
美
し
い
村
運
動
」
を
広
げ
る

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

加
盟
町
村
・
地
域
が
ひ
と
つ
に
な

り
連
合
の
発
信
を
行
う
こ
と
は
、
連

合
お
よ
び
「
美
し
い
村
運
動
」
を
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
連
合

の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
ほ
か
、

加
盟
町
村
・
地
域
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

な
か
が
わ

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

10
月
４
日
は
、

「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
の
日

　

村
で
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
中
川
村
の

景
観
や
環
境
、
文
化
を
次
世
代
に
継

承
し
て
い
く
機
運
の
醸
成
を
図
る
た

め
、「
な
か
が
わ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

デ
ー
」
と
し
て
、
村
全
体
で
景
観
や
環

境
を
保
全
す
る
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

⑴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

　

下
平
交
差
点
付
近
の
歩
道
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
を
、
景
観
に
配
慮
し
た
焦
茶

色
へ
塗
り
替
え
ま
す
。

▼
日
時

　

10
月
４
日（
日
）午
前
７
時
～

※
雨
天
中
止

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、９
月
30
日（
水
）

ま
で
に
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

⑵
景
観
美
化
活
動
実
施
の
お
願
い

　

10
月
４
日（
日
）の
前
後
に
、
各
地

区
で
も
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
村
全
体

で
の
取
組
と
な
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

美
し
い
村
の
魅
力
を
発
信
す
る

フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
、８
月
26
日

（
水
）に
連
合
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
の
ラ
イ
ブ
動
画
で
配
信
し
ま
し
た
。

　

中
川
村
応
援
団
員
の
佐
橋
大
輔
さ

ん
、
北
山
幸
朋
さ
ん
を
進
行
役
に
、

～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
聞
く
！

「
あ
な
た
は
ナ
ゼ
こ
の
ム
ラ
に
??
」～

と
題
し
、
連
合
加
盟
村
の
秋
田
県
東

成
瀬
村
と
中
川
村
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
２
人
か
ら
、
村
の
魅
力
な

ど
を
聞
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

中
川
村
の
隊
員
と
し
て
出
演
さ
れ

た
茂
木
彰
洋
さ
ん
は
、移
住
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て
、「
食
べ
物
が

美
味
し
い
」な
ど
と
、現
在
の
活
動
に

つ
な
が
る
理
由

を
話
し
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン

フ
ァ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
今

後
も
開
催
予
定

で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
視
聴
く
だ

さ
い
。

　

梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
っ
て
、
全

国
的
に
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨

と
な
り
、
全
国
各
地
で
多
く
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
連
合
に
加
盟
す

る
町
村
で
も
、土
砂
崩
れ
や
家
屋
の
倒

壊
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

村
で
は
、「
災
害
時
の
相
互
支
援

の
宣
言
」
に
基
づ
き
、
特
に
被
害
の

大
き
い
「
熊
本
県
球く

磨ま

村
」
お
よ
び

「
山
形
県
大
蔵
村
」
を
支
援
す
る
た

め
、
義
援
金
の
募
集
を
そ
れ
ぞ
れ

行
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
内
で

の
義
援
金
取
り
ま
と
め
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
募
集
期
間
お
よ
び
義
援
金
額

・
熊
本
県
球
磨
村

　

７
月
10
日（
金
）～
８
月
12
日（
水
）

　

総
額　

７
４
，０
０
０
円

・
山
形
県
大
蔵
村

　

８
月
26
日（
水
）～
９
月
18
日（
金
）

　

総
額　

集
計
中

　

多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
豪
雨
災
害
で
被
害
を
受
け

た
み
な
さ
ん
が
、
１
日
も
早
く
日
常

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

７
月
豪
雨
災
害
の

被
災
地
へ
義
援
金
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8月6日（木）　助産師さんを囲んでおしゃべり＆相談会
５組11人が参加。今回初めてになる助産師の大澤利江さん
を講師に、赤ちゃんの体重の増え、卒乳後の乳房ケアなどに
ついておしゃべりしました。

vol.107

今月は片桐保育園
「ゆり組」のみんなです

ゆり１組（年少）
男の子７人　女の子６人

水遊び大好き元気な13人です！

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分
【閉 所 日】　毎週水曜日

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201

vol.108

お知らせ （バンビーニの１０月の予定）
・女性の就業相談　予約制
　日時：10月 ５ 日（月）　午前10時～午後２時
　＊お子さん連れで相談できます。
・金澤ルミ子先生の子育て相談　予約制
　日時：10月15日（木）　午前10時～11時30分
　＊前半、後半の２部に分けて行います。
・歯科衛生士さんのお話　予約制
　日時：10月20日（火）　午前10時30分～
　＊終了後、個別相談できます。
※急遽変更になるかもしれませんので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。

ゆり２組（年少）
男の子７人　女の子６人

クレヨンでおさかな作って、
みんなで魚釣りをしたよ
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地域おこし協力隊活動記 vol.75 …それぞれの活動から…

　

８
月
26
日（
水
）に
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
～
行
き
つ
け

の
ム
ラ
を
つ
く
ろ
う
～
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
サ
ポ
ー

タ
ー
で
あ
る
、
佐
橋
さ
ん
・
北
山
さ
ん
に
お
誘

い
を
い
た
だ
い
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
中
川
村
へ
移
住
し
て
２
年
半
で
感
じ
た
こ
と

を
率
直
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
の
で
、
伝
え
き
れ
な
い
部

分
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
改
め
て
人
に
伝
え
る

こ
と
で
こ
の
地
域
に
来
て
良
か
っ
た
な
と
実
感

い
た
し
ま
し
た
。

　

僕
の
協
力
隊
の
活
動
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
半

年
を
切
り
ま
し
た
。
残
り
の
時
間
を
悔
い
の
な

い
よ
う
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
初
旬
に
予
定
し
て
い
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

用
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
組
み
立
て
が
大
雨
の
た
め

延
期
と
な
り
、
さ
ら
に
長
雨
で
畑
の
雨
水
が
引

か
ず
、
８
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
始
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

当
初
は
７
月
の
１
週
目
に
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を

組
み
立
て
、
そ
の
後
７
月
中
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

苗
の
定
植
を
終
わ
ら
せ
る
予
定
で
し
た
が
、
大

幅
に
ず
れ
込
み
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
組
み
立
て

を
中
断
し
て
定
植
を
先
に
進
め
て
い
ま
す
。
暑

さ
で
弱
り
気
味
の
苗
も
定
植
す
る
こ
と
で
元
気

を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　

長
雨
の
被
害
は
他
の
作
物
で
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
ん
な
中
で
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
お
い
し

く
育
ち
評
判
が
よ
か
っ
た
の
で
、
次
回
は
よ
り

大
き
く
、
収
量
を
上
げ
る
よ
う
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
も
最
盛
期
を
む
か

え
お
い
し
く
育
ち
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

　

暑
い
で
す
ね
ー
。
長
野
は
涼
し
い
イ
メ
ー
ジ

を
勝
手
に
持
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、畑
の
中
に

い
ま
す
と
大
阪
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
熱
波
と
は
ま

た
違
う
種
類
の
暑
さ
で
、私
の
涼
し
く
爽
や
か
な

長
野
の
イ
メ
ー
ジ
は
崩
れ
去
り
ま
し
た
。（
笑
）

　

写
真
は
、
伐
根
さ
れ
た
後
の
区
画
で
す
が
、

こ
の
場
所
の
整
備
を
始
め
ま
し
た
。
少
し
ず
つ

で
す
が
抜
か
れ
た
根
を
集
め
て
新
し
く
リ
ン
ゴ

の
苗
木
を
植
え
る
準
備
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り

ま
す
。
区
画
の
計
測
を
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

な
形
で
ど
ん
な
品
種
の
リ
ン
ゴ
を
植
え
る
の

か
、
色
ん
な
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
作
業
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
場
所
に
苗
木
を
植
え
る
日
が

楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
！

平  

本  

信  

一

石  

川  

亜
樹
則

茂  

木  

彰  

洋

茂木�彰洋
（隊員歴３年目）

 主な業務 　加工
施設の運営、販路
開拓など

平本�信一
（隊員歴２年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など

石川�亜樹則
（隊員歴１年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など
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収穫期に入り、サルによる農
作物への被害が予想されま
す。農家のみなさんには防護
柵などを活用しながら、追い
払いの徹底をお願いします。

１　農地を餌場にしないために
・収穫しない野菜や果実、間引いた野菜は、農地に残
さずに穴に埋めるなどして適切に処理をしてくださ
い。埋める際には、深さ50センチメートルほどの穴
を掘り、掘りおこされないようにしましょう。
・軒下の干し柿や凍み大根など、餌となり得るものに
ついては、サルに獲られないような管理をしてくだ
さい。

２　サルを見つけたら
　農地への侵入を防ぐには、追い払いが大切です。

 サルからの被害を防ぎましょう

～地域みんなで進めよう　農作業安全～

中川村営農センター（振興課農政係）　内線34

追い払いは長期間、徹底して行うことにより効果が
発揮されます。パチンコや爆竹などを使用し、季節
に関係なく見つけたら必ず追い払うようにしてくだ
さい。追い払いは、サルの姿が見えなくなるまで行
うことにより、ほ場に近づかないようになります。
　また、他人の農地や道端で見つけたときにも、山
の中へ向けて追い払いをしてください。人里への出
没を防ぐことにつながります。

　くだものや野菜などが豊富な時期に入り、サルの
目撃情報が増えてきています。
　サルの被害対策は廃果の処理と追い払いの徹底に
よって防ぐことができますので、地区での対策をよ
ろしくお願いします。

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
中
川
村
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
農
村
風
景
や
人
々
の

営
み
が
息
づ
く
生
活
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
村
で
は
、
地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、

村
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
“
美
し
い
村
な
か
が
わ
36

景
”
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
身
近
に
あ
る
た
め
気
付
か
な
か
っ
た
隠
れ
た
名
所
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
川
村
の
魅
力
再
発
見
！

18

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
葛
北
地
区

に
広
が
る
水
田
地
帯
か
ら
の
風
景
で

す
。

　

目
の
前
に
広
が
る
田
園
風
景
の
向

こ
う
に
は
標
高
２
，１
９
４
メ
ー
ト

ル
の
烏
帽
子
ヶ
岳
、
さ
ら
に
そ
の
奥

に
は
標
高
２
，６
１
３
メ
ー
ト
ル
の

越
百
山
が
そ
び
え
る
中
央
ア
ル
プ
ス

の
景
色
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

振
り
返
り
、
東
を
望
め
ば
遠
く
大

鹿
村
、
豊
丘
村
の
雄
大
な
山
々
が
広

が
り
、
四
季
折
々
の
移
ろ
い
を
見
せ

る
美
し
い
田
畑
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
絶
景
で
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
に
根
付
く
、
２
つ

の
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
た
穏
や
か
な

風
景
で
す
。

Point 

雄
大
な
ア
ル
プ
ス
と
、
広
が
る
田
園
風
景
の
調
和

天て
ん
ぱ
く
ば
ら

白
原
か
ら
望
む
両
ア
ル
プ
ス（
葛
北
）

●
船山
城跡

●南向発電所

小渋川

山のパン屋さん
●

天
竜
川

渡場
鶴部

18

59

GS

総
務
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24 葛北東山 葛北西山
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陣
馬
形
山
キ
ャ
ン
プ
場
の

利
用
制
限
に
つ
い
て

振
興
課
商
工
観
光
係

�

内
線
33

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
陣
馬
形
山

の
利
用
を
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

▼
キ
ャ
ン
プ
や
複
数
人
で
の
飲
食
を

伴
う
長
時
間
滞
在
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
利
用
を
停
止
し
ま
す
。

▼
見
学
に
つ
い
て

　

短
時
間
の
滞
在
で
あ
れ
ば
可
能
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
長
野
県
や
、
お

住
ま
い
の
自
治
体
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
県
域
を
越
え
た
移
動

に
関
す
る
方
針
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
8
人
以
上
の
団
体
で
の
来

場
も
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
校
生
の通

学
を
支
援
し
ま
す

教
育
委
員
会
総
務
学
校
係

�

TEL 

88
―
１
０
０
５

村
営
巡
回
バ
ス

　「
無
料
乗
車
の
日
」
を

実
施
し
ま
す

総
務
課
交
通
防
災
係

内
線
21

　

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に
村
営
巡

回
バ
ス
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

９
月
か
ら
毎
月
１
回
「
無
料
乗
車
の

日
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
10
月
の

「
無
料
乗
車
の
日
」
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
実
施
日

　

10
月
13
日（
火
）

※
全
路
線
で
始
発
か
ら
最
終
便
ま
で

終
日
運
賃
無
料
で
す
。

　

こ
の
日
は
マ
ル
ト
シ
チ
ャ
オ
生
鮮

食
品
館
の
特
売
日
で
す
。
ま
だ
バ
ス

に
乗
っ
た
こ
と
の
な
い
方
、
普
段
は

車
に
乗
ら
れ
て
い
る
方
も
、
こ
の
機

会
に
巡
回
バ
ス
に
乗
っ
て
買
い
物
へ

出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

村
営
巡
回
バ
ス
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
タ
ク

シ
ー
な
ど
、
村
内
公
共
交
通
に
つ
い

て
ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村
内
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

中
川
村
就
職
祝
金
該
当
者
の

調
査
を
行
い
ま
す

振
興
課
商
工
観
光
係

内
線
33

　

村
で
は
、
村
内
産
業
の
発
展
と
雇

用
の
拡
大
お
よ
び
人
材
の
育
成
を
目

的
に
、
村
内
事
業
所
に
就
職
し
た
30

歳
未
満
の
方
に
就
職
祝
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

全
産
業
が
対
象
と
な
り
、
交
付
を

受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
要
件

①
村
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
常
用
雇

用
の
従
業
員
の
方

※
事
業
所
の
規
模
は
、
従
業
員
３
人

以
上
の
事
業
所
、
も
し
く
は
従
業

員
２
人
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
業
を

行
っ
て
い
る
事
業
所
で
す
。
な

お
、
従
業
員
数
に
事
業
主
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
従
業
員
の
住

所
地
の
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
で
30
歳

未
満
の
方

③
就
職
後
１
年
以
上
経
過
し
た
方

　

該
当
す
る
方
が
事
業
所
に
い
る
場

合
は
、
振
興
課
商
工
観
光
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

と
し
て
、
高
等
学
校
へ
の
通
学
に
要

す
る
費
用
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校

に
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
。
た
だ

し
、
補
助
対
象
者
お
よ
び
同
一
世
帯

で
生
計
を
一
に
す
る
全
員
が
、
村
税

そ
の
他
義
務
的
納
付
金
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
。

▼
補
助
金
の
額

　

高
等
学
校
の
通
学
に
利
用
す
る
鉄

道
お
よ
び
バ
ス
（
村
営
巡
回
バ
ス
を

除
く
）
の
通
学
定
期
券
の
額
の
２
分

の
１
以
内
の
額
。
た
だ
し
、
生
徒
１

人
に
つ
き
年
額
１
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。

▼
補
助
金
の
申
請

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
、
チ
ャ
オ
情
報
発
信
コ
ー

ナ
ー
に
備
え
付
け
の
高
校
生
通
学
支

援
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書
に
通
学

定
期
券
の
写
し
を
添
え
て
、
教
育
委

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令和 2年度市町村振興宝くじ 同時発売
ハロウィンジャンボ宝くじ ハロウィンジャンボミニ
1等・前後賞合わせて5億円! 1等1,000万円!

宝くじの収益金は、市町村の地域住民の福祉向上に使われます。販売実績により配分されますので、
長野県内の宝くじ売り場でお買い求めください。村内では、中川郵便局で購入できます。

発売期間は令和2年9月23日（水）から10月20日（火）まで
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面
接
相
談
の

事
前
電
話
予
約
の
お
願
い

伊
那
税
務
署

�

TEL 

72
―
２
１
７
１

　

伊
那
税
務
署
で
は
、
窓
口
の
混
雑

緩
和
の
た
め
、
す
べ
て
の
面
接
相
談

を
事
前
予
約
制
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
に
よ
り
日
時

の
予
約
を
し
て
か
ら
お
越
し
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
事
前
予
約
方
法

　

代
表
番
号
に
電
話
し
、
音
声
案
内

に
従
っ
て
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
税
金
に
関
す
る
相
談
に

つ
き
ま
し
て
は
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。
音
声
案
内
に
て
「
１
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

TEL 

０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
、
年
金

受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き

は
、日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

○
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
※
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

○
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方

※
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円

以
下
で
あ
る

▼
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

天
竜
川
の

河
道
内
樹
木
伐
採
協
力
者
を

公
募
し
ま
す

天
竜
川
上
流
河
川
事
務
所

TEL 

81
―
６
４
１
４

　

天
竜
川
に
繁
茂
し
て
い
る
樹
木
を

伐
採
し
、
利
活
用
い
た
だ
く
河
道
内

樹
木
伐
採
協
力
者
（
事
業
者
・
地
域

団
体
）を
公
募
し
ま
す
。一
般
の
方
々

の
協
力
に
よ
り
河
道
内
の
樹
木
を
伐

採
い
た
だ
く
こ
と
で
、
河
川
維
持
に

係
る
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
つ
つ
、
資

源
の
有
効
活
用
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

伐
採
し
た
樹
木
は
持
ち
出
し
て
自

由
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
公
募
対
象
者

　

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
元
団
体
、
有

志
グ
ル
ー
プ
な
ど

※
４
名
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
個
人
で

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）。

▼
作
業
期
間

　

令
和
２
年
12
月
１
日
～

　

令
和
３
年
２
月
28
日

▼
募
集
期
間

　

10
月
１
日（
木
）～
30
日（
金
）

※
伐
採
を
公
募
す
る
箇
所
や
応
募
方

法
な
ど
の
詳
細
は
、
天
竜
川
上
流

河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.cbr.m

lit.go.jp/
tenjyo/

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

cbr-tenjyokanri@
m
lit.go.jp

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
件
名
を
「
公
募

型
河
道
内
樹
木
伐
採
」
と
し
、
お

名
前
と
連
絡
先
を
必
ず
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

　

お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
10
月
中
旬

頃
か
ら
、
請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
は
が
き

（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求

書
）
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
令
和
３
年
２
月
１
日
ま
で
に
請

求
手
続
が
完
了
し
ま
す
と
、
令
和
２

年
８
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年

金
事
務
所
ま
た
は
市
区
町
村
で
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か

ら
、
電
話
で
お
客
様
の
家
族
構
成
や

金
融
機
関
の
口
座
番
号
・
暗
証
番
号

を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数
料
な
ど
の

金
銭
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご
請

求
で
お
困
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

認
知
症
に
つ
い
て

学
習
し
ま
せ
ん
か

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
６
１
７
７

　
「
高
齢
化
問
題
に
伴
い
、
認
知
症

の
診
断
や
、
軽
度
認
知
機
能
障
害
の

診
断
を
受
け
て
い
る
人
の
数
も
増
え

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
み
な
さ

ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
「
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協

会
」（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）
は
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と
共
同
で
毎
年
９
月

21
日
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー
」
と
制
定
し
、
こ
の
日
を
中
心

に
認
知
症
の
啓
蒙
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
９
月
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
月
間
」
と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
川
村
で
も
認
知
症
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

過
度
な
不
安
や
偏
見
を
持
っ
て
し
ま

う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
学
習
の
機
会

を
開
催
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
方
や
職
場
の
仲
間
と
一
緒

に
「
認
知
症
」
の
こ
と
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　

開
催
の
希
望
や
ご
不
明
な
点
な

ど
、
お
気
軽
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

加
藤　

尚
志
さ
ん　
　
（
中　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
85
歳
）

　

馬
場
田　

千
壽
子
さ
ん（
上
前
沢
）

　
　
　
　
　
　
（
72
歳
）

　

寺
沢　

久
惠
さ
ん　
　
（
竹
ノ
上
）

　
　
　
　
　
　
（
98
歳
）

　

大
島　

と
も
ゑ
さ
ん　
（
中　

通
）

　
　
　
　
　
　
（
97
歳
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

石
橋　

茉ま

昊ひ
ろ

ち
ゃ
ん

　
　
　
　

知ち

昊ひ
ろ

ち
ゃ
ん　
（
葛　

北
）

�

（
裕
二
・
有
紀
依
さ
ん
）

　

伊
藤　

夏な
つ

輝き

く
ん　
　
（
中
田
島
）

�

（
正
裕
・
有
子
さ
ん
）

　

福
島　

想そ
う
す
け輔

く
ん　
　
（
沖　

町
）

�

（
慧
士
・
瑞
季
さ
ん
）

　

横
山　

月る

奈な

ち
ゃ
ん　
（
中
田
島
）

�

（
誉
将
・
志
保
さ
ん
）

　

小
原　

夢い
ぶ

希き

く
ん　
　
（
葛　

北
）

�

（
勇
希
・
愛
夢
さ
ん
）

　

石
岡　

佑ゆ

月づ
き

く
ん　
　
（
南　

原
）

�
（
諒
・
あ
ん
ず
さ
ん
）

▼
主
催

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
、
弁

護
士
会

▼
申
込
期
間

　

10
月
１
日（
木
）～
20
日（
火
）

※
午
後
５
時
ま
で（
必
着
）

▼
相
談
日
時

　

10
月
27
日（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
相
談
方
法

　

相
談
時
刻
を
事
前
に
調
整
し
た
う

え
で
、
当
日
に
担
当
者
か
ら
事
前
申

し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
電
話
を
し
ま

す
。
相
談
時
間
は
30
分
以
内
で
す
。

▼
募
集
人
員

　

先
着
40
人

※
た
だ
し
、
長
野
県
在
住
者
に
限
り

ま
す
。

▼
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
地
方
・
家
庭
裁
判
所

�

総
務
課
庶
務
係

〒
３
８
０
―
０
８
４
６

�

長
野
市
旭
町
１
１
０
８

FAX
０
２
６
―
２
３
５
―
４
０
６
２

　　１０月の星空★天体情報

★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★
天体あれこれ　「ブルームーンとマイクロムーン」
　今回は来月の10月にちなんだ「月」についてのお話をします。10月31日（土）は満月となります。また、
この満月は「ブルームーン」と呼ばれる満月なんです。なおかつ「マイクロムーン」となり「一粒で二度
おいしい」月なのです。みなさんはブルームーンと言うと文字通り「青い月」を連想すると思います。確
かに青みがかった月なのですが色々と定義がございまして、ただ青い月なだけでは「ブルームーン」とは
呼ばないらしいのです。そこで調べてみました。お得意の「ウィキペディア」で！！
　１個目の条件は「ひと月に満月が２回訪れたうちの２回目の満月」。これは月の周期でたまにひと月に２
回満月になることがあります。２個目の条件は「二至二分（夏至・冬至・春分・秋分）で分けた３か月間
に４回訪れたうちの３回目の満月」とこの条件を満たしたものがブルームーン認定を受けるようです。さ
て、次は「マイクロムーン」ですがこれも難しい定義があると思いきや文字通りの「ちっちゃい月」で別名「ミ
ニマムーン」とも呼ばれているようです。
　これからの夜は涼しくなり星空観察がしやすい時期になってきます。良かったら秋の夜空を眺めてみて
はいかがでしょうか。

銀河ドームから

★10月にみえる惑星・衛星　　　金星　　火星　　木星　　月

銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日　午後７時30分～９時30分　TEL 88ー4288

無
料
電
話
法
律
相
談
を

開
設
し
ま
す

長
野
地
方
・
家
庭
裁
判
所

総
務
課
庶
務
係

TEL 

０
２
６
―
４
０
３
―
２
０
０
８

　
「
法
の
日
」
週
間
（
10
月
１
日（
木
）

か
ら
７
日（
水
）ま
で
）
の
広
報
行
事

と
し
て
、
無
料
の
法
律
・
人
権
・
調

停
・
公
証
に
関
す
る
電
話
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

事
前
申
込
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
申
込
票
を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
郵

送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
秘
密
厳
守
）。

※
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
相
談
に
関
す
る
資
料
が
あ
る

場
合
は
申
込
票
と
と
も
に
写
し
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
内
容

・
金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
な
ど

の
問
題

・
離
婚
・
扶
養
・
相
続
な
ど
家
庭

内
の
問
題

・
差
別
・
い
じ
め
な
ど
の
人
権
問

題
・
成
年
後
見
に
関
し
て

・
遺
言
や
任
意
後
見
契
約
な
ど
の

公
正
証
書
に
関
し
て

▼
相
談
者

　

弁
護
士
、
人
権
擁
護
委
員
、
調
停

委
員
お
よ
び
公
証
人
な
ど

伊
那
谷
を
舞
台
に
し
た

映
画
が
公
開
さ
れ
ま
す

総
務
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

　

伊
那
谷
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
実

り
ゆ
く
」
が
、
10
月
２
日（
金
）か
ら

県
内
の
映
画
館
で
先
行
公
開
さ
れ
ま

す
。

※
10
月
９
日（
金
）か
ら
は
全
国
で
順

次
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

松
川
町
の
農
家
で
撮
影
が
行
わ

れ
、
大
自
然
の
美
し
さ
と
と
も
に
実

り
ゆ
く
秋
に
〝
り
ん
ご
〟
と
〝
笑

い
〟
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
青
春
映
画

で
す
。

　

公
開
情
報
な
ど
詳
し
く
は
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://m
inoriyuku-m

ovie.jp/



８/29（土）　下伊那から諏訪までのろしをつなぐリレー
　戦国時代の武将、武田信玄が情報伝達に用いたと
される「のろし」を再現する「第13回武田信玄のろ
しリレー」が伊那谷から諏訪地域の約20か所で行わ
れました。
　今年は新型コロナウイルス感染症予防のため、「陣
馬形山のろし上げ実行委員会」を中心とした関係者
のみでの開催となりましたが、東小学校６年生によ
る豊年踊り、西小学校５年生による陣馬太鼓演奏が
行われ、賑やかなひとときとなりました。
　また、来年は武田信玄生誕500年ということで、
ほら貝とともに鎧武者が登場し、会場を大いに盛り
上げました。

　９月１日の「防災の日」にあわせ、災害に備える
ための住民参加による防災訓練が各地区で行われま
した。また、地域集中訓練が渡場と柳沢地区を対象
に東小学校体育館で行われ、地区のみなさんと消防
団など、約110人が参加しました。
　新型コロナウイルス感染対策を行いながらの避難
所での過ごし方など、コロナ禍での避難を想定した
説明を聞きました。
　また、地区ごとにそれぞれ簡易テントや段ボール
ベッドの組み立てを行い、避難に備え手順を確認し
ました。

むらのできごと

東小６年生の豊年踊り 西小５年生の陣馬太鼓演奏

８/30（日）　 大規模地震に備え防災訓練

テントの組み立て 段ボールベッドの組み立て



施
設
紹
介
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　村営巡回バスの清掃ボランティア作業が行われました。
　参加したＮＰＯ法人ふるさとづくり・やらまいかの運
転手のみなさんは、エアコン内部や、細かい隙間など日
常清掃では手の届かない隅々まで掃除をしていました。
　運転手代表の矢澤さんは「普段から、みなさんの乗り
心地がよいように清掃をしているが、今回はさらに徹底
して磨いた。ぜひ多くのみなさんにキレイになった『のっ
チャオ』を利用してほしい。」などと話していました。
　村営巡回バスでは10月13日（火）に「無料乗車の日」
を予定しています。多くのみなさんのご利用をお願いし
ます。

陣
馬
形
山
頂
付
近
の

支
障
木
伐
採

　

令
和
２
年
度
観
光
地
魅
力
向

上
森
林
景
観
整
備
事
業
の
補
助

金
を
活
用
し
、
陣
馬
形
山
頂
付

近
の
眺
望
を
妨
げ
て
い
た
木
を

伐
採
し
ま
し
た
。

８/31（月）　村長を囲んでおしゃべり会
　村長を囲んでの車座懇話会が、つどいの広場バン
ビーニで行われました。
　普段ゆっくり話をする機会の少ない村長と顔見知
りになったり、子育てについて話をする機会にと毎
年行われており、子育て中のお母さん６人ほどが参
加しました。
　参加者からは、村の自然を生かした保育など子育
て世帯の移住促進の提案や、空き家に関するさらな
る情報提供、インフルエンザの予防接種の助成を求
める意見など、子育てに関する質問や要望がたくさ
ん出されました。

８/８（土）　公共交通をキレイに！

　

こ
れ
に
よ
り
、
眼
下
の
伊
那
谷
を

一
望
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
南
ア
ル

プ
ス
の
雄
大
な
景
色
も
楽
し
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、

山
頂
か
ら
の
景
色
も
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

事
業
費
は
４
９
９
，４
０
０
円

（
う
ち
、補
助
金
４
４
９
，０
０
０

円
）
で
す
。

振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

　

地
域
再
生
計
画
に
基
づ
い
た
陣
馬

形
の
森
公
園
テ
ン
ト
サ
イ
ト
増
設
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

２
８
８
平
方
メ
ー
ト
ル
の
テ
ン
ト

サ
イ
ト
が
完
成
し
、
キ
ャ
ン
プ
シ
ー

ズ
ン
の
混
雑
緩
和
に
よ
る
利
用
者
の

利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

事
業
費
は
１
，９
９
１
千
円
で
す
。

振
興
課
商
工
観
光
係

内
線
33

陣
馬
形
の
森
公
園

　
　
テ
ン
ト
サ
イ
ト

増
設
工
事
完
了
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■
印

刷
　

龍
共

印
刷

株
式

会
社

２
０
２
０
年

（
令
和
２
年
）

⑨

再生紙を使用
しております

←緊急情報配信サービス
　携帯電話でアクセスを！

中川村の人口 【９月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,842人（＋7）	 2,295人（＋8）	 2,547人（－1）	 	1,666世帯（＋3）

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

へ未来 なかがわ vol.29
― 高校生活はどうですか？

　毎日楽しく過ごせています。工業高校と
して実習も毎週ありますが、クラスのみん
なと協力しながらできているのでとてもい
い経験になっています。

― 今頑張っていることは何ですか。
　部活動です。サッカー部に所属していま
す。もうすぐ選手権大会が始まるのでいい
結果を出せるよう日々練習しています。

― 中川村の好きなところは何ですか。
　地域の方々がとても温かく、すれ違った
りすると必ずあいさつを交わしてくれるの
で、とても嬉しい気持ちになります。

― 10年後どうなっていたいですか？
　高校での経験や知識を活かせるような職
に就き、たくさんの人の役に立てるような
大人になりたいです。

― 中川村の未来に一言お願いします！
　中川村には楽しいイベントがたくさんあ
るのでこれからも続けていってほしいし、
自然がとっても豊かで空気もおいしいので
自然を守っていって欲しいなと思います。

　飯沼地区の傾斜地に階段状
に広がる棚田にて、酒米「美
山錦」が収穫されました。酒
造りを通して地域の活性化を
図るこの取り組みも今年で17
年目になり、棚田の環境保全
に取り組む「飯沼農業活性化
委員会」のみなさんをはじめ、
伊那食品工業㈱、米澤酒造㈱、
JA上伊那中川支所の職員など
約40人が参加し行われました。
　収穫したお米を原料に米澤
酒造㈱で地酒「おたまじゃく
し」の仕込みが始まり、来年
２月には新酒として蔵出しを
します。

飯沼地区の棚田で稲刈りが行われました

●北
きた

 島
じま

 智
ち

 晃
あき

 さん（田島）
駒ヶ根工業高等学校２年生（17歳）


